
3
1
　
天
長
期
に
記
録
さ
れ
た
大
安
寺
釈
迦
悔
過
は
『
法
華
経
』
に
よ
る
も
の
だ
が
、

本
稿
で
は
大
安
寺
釈
迦
の
説
話
を
『
最
勝
王
経
』
と
結
び
付
け
釈
迦
悔
過
に
関
わ

る
説
話
と
解
す
る
。
釈
迦
信
仰
は
特
定
の
経
典
に
の
み
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
釈

迦
如
来
そ
の
も
の
へ
の
信
仰
で
あ
り
、
こ
れ
を
本
尊
と
し
た
場
合
ほ
と
ん
ど
全
て

の
詩
経
・
読
経
が
可
能
で
あ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
悔
過
が
行
わ
れ
得
た
で
あ

ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
ち
な
み
に
中
巻
第
二
十
八
縁
の
依
拠
経
典
は
ま
だ
決
定
を
見

ない。

3
2
　
『
続
日
本
紀
』
神
色
四
年
九
月
二
十
九
日
条
に
「
皇
子
誕
生
せ
り
」
、
同
神
色

四
年
十
月
五
日
条
に
「
皇
子
誕
生
せ
る
た
め
に
、
天
下
の
大
辟
罪
配
下
を
赦
す
。

ま
た
百
官
人
等
に
物
を
賜
ふ
。
お
よ
び
天
下
の
皇
子
と
同
日
に
産
る
る
者
に
は
布

一
端
・
綿
二
屯
・
稲
廿
束
。
」

付
　
訂

本
稿
の
作
成
に
際
し
ま
し
て
、
美
濃
部
室
克
・
上
川
道
夫
両
氏
の
御
教
示
を
賜
わ

り
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
感
謝
の
念
を
表
し
ま
す
。

（
な
か
む
ら
・
ふ
み
　
本
学
大
学
院
博
士
課
程
）

能
　
本
　
〈
次
　
第
〉
　
考

は
　
じ
　
め
　
に

A
　
風
も
静
か
に
橋
の
葉
の
。
〈
。
鳴
ら
さ
ぬ
枝
ぞ
の
ど
け
さ
。
（
「
養

老
」
護
ツ
レ
（
次
第
）
）

B
　
よ
し
あ
し
び
さ
の
山
姥
が
。
I
－
。
山
め
ぐ
り
す
る
ぞ
苦
し
き
。

（
「
山
姥
」
地
（
次
第
）
）

Å
一
、
老
体
。
是
、
大
方
脇
能
の
懸
也
。
先
、
祝
言
の
風
体
、
開
口
人
出
て
、

次
第
よ
り
一
謡
一
段
に
、
音
曲
、
五
七
五
、
七
五
／
＼
と
行
事
、
七
八

句
謡
ふ
べ
し
…
…
（
『
三
通
』
）

百
　
出
舞
は
、
次
第
に
て
舞
初
て
、
次
第
に
て
止
む
る
也
。
二
段
有
べ
し
…

・
（
『
世
子
六
十
以
後
申
楽
談
餞
』
－
以
下
『
談
餞
』
と
略
称
－
）
－
い

ず
れ
も
傍
点
筆
者
－

能
本
（
能
の
台
本
。
従
前
の
い
わ
ゆ
る
謡
曲
文
）
　
は
い
わ
ば
モ
サ
イ
ッ
ク

味

　

方

健

構
造
を
持
ち
、
横
道
萬
里
雄
氏
命
名
の
名
称
を
用
い
る
と
、
一
曲
の
能
本
は

段
よ
り
成
り
、
段
は
ま
た
小
段
よ
り
成
る
。
小
段
に
、
い
ず
れ
あ
だ
に
書
か

れ
た
も
の
と
て
な
い
け
れ
ど
、
な
か
ん
づ
く
、
わ
た
し
は
近
年
へ
次
第
）
　
に

関
心
を
持
つ
。
そ
の
辞
句
じ
た
い
に
も
、
主
題
に
参
画
し
ょ
う
と
す
る
姿
勢

に
も
魅
か
れ
る
。

A
は
脇
能
「
養
老
」
冒
頭
の
（
次
第
）
で
、
雄
略
帝
の
廷
臣
た
ち
が
、
濃

州
本
巣
の
郡
に
不
老
不
死
の
ふ
し
ぎ
な
泉
が
湧
き
出
る
の
を
確
か
め
る
た
め

に
都
を
あ
と
に
す
る
と
こ
ろ
。
治
世
の
め
で
た
き
を
謡
っ
て
い
て
、
祝
言
性

の
横
溢
す
る
一
く
だ
り
で
あ
る
。
つ
づ
く
B
は
、
い
ま
の
完
曲
に
つ
い
て
い

う
と
、
善
光
寺
へ
参
詣
し
ょ
う
と
す
る
都
の
遊
女
一
行
（
こ
の
遊
女
は
山
姥

が
山
め
ぐ
り
す
る
こ
と
を
曲
舞
に
謡
う
と
い
う
の
で
、
「
百
万
山
姥
」
　
と
京

童
が
呼
び
慣
ら
わ
し
た
と
い
う
）
　
を
、
真
正
の
山
姥
が
ひ
き
留
め
、
年
来
の

宿
望
の
そ
の
曲
舞
を
謡
わ
せ
、
移
り
舞
に
み
ず
か
ら
の
山
め
ぐ
り
を
見
せ
よ

う
と
す
る
、
そ
の
曲
舞
の
謡
い
出
し
で
、
「
山
姥
の
山
め
ぐ
り
」
　
と
は
一
切

有
情
の
輪
廻
の
比
喩
的
表
現
で
あ
る
。

一

一



能
本
へ
次
第
）
考

世
阿
弥
が
（
次
第
）
に
言
及
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
に
、
先
引
『
三
通
』

（
Å
）
で
は
開
演
冒
頭
の
開
口
人
（
脇
の
為
手
）
の
登
場
詞
と
し
て
の
〈
次

第
）
で
、
A
に
対
応
し
、
『
談
儀
』
（
Å
）
で
は
（
曲
舞
）
が
〈
次
第
）
に
始

ま
り
、
（
次
第
〉
に
終
る
と
い
う
。
い
っ
た
い
、
能
本
の
中
核
を
な
す
小
段

に
（
ク
セ
）
が
あ
り
、
一
連
の
（
次
第
）
へ
ク
リ
）
へ
サ
シ
）
へ
ク
セ
）
を
ひ
っ

く
る
め
て
、
世
阿
弥
は
（
曲
舞
）
と
呼
ん
で
い
る
。
鎌
倉
後
期
か
ら
南
北
朝
、

室
町
初
期
に
か
け
て
、
巷
間
に
流
行
し
た
雑
芸
の
一
つ
、
曲
舞
と
い
う
謡
い

も
の
の
芸
態
（
文
章
形
式
・
拍
律
な
ど
）
を
倣
ん
だ
も
の
を
観
阿
弥
が
猿
楽

能
に
採
り
入
れ
、
は
じ
め
は
独
吟
で
謡
っ
て
い
た
の
が
、
や
が
て
完
曲
の
一

部
に
挿
入
し
た
、
そ
の
首
尾
を
な
す
の
が
（
次
第
）
で
、
そ
の
間
二
段
、

（
後
出
の
事
例
か
ら
）
大
き
く
セ
ク
シ
ョ
ン
の
変
る
所
が
二
箇
所
あ
る
（
事

例
後
出
）
、
と
い
う
の
で
、
B
に
対
応
す
る
。

ま
ず
へ
次
第
）
の
名
の
出
所
は
、
い
ず
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
各
小
段

を
謡
い
、
語
る
の
を
、
い
ま
で
は
一
様
に
「
謡
う
」
と
い
う
が
、
世
阿
弥
時

代
は
「
0
0
（
小
段
名
）
を
口
□
す
る
」
と
い
う
場
合
、
受
け
の
動
詞
が
そ

れ
ぞ
れ
異
っ
て
い
た
。
す
な
わ
㌢
現
行
の
（
下
歌
）
へ
上
歌
）
は
「
謡
ふ
」
、

〈
一
声
）
（
ワ
カ
）
は
「
上
ぐ
」
、
（
サ
シ
）
は
「
言
ふ
」
、
（
ク
セ
〉
は
へ
居
グ

セ
）
も
含
め
て
「
舞
ふ
」
（
世
阿
弥
の
『
音
曲
口
伝
』
と
『
談
儀
』
に
は

「
謡
ふ
」
）
で
あ
っ
た
。
香
西
満
氏
は
『
談
儀
』
の

言
葉
い
ひ
、
次
第
取
て
、
又
言
葉
を
い
ふ
こ
と
、
二
重
に
成
所
を
知
べ

し
。
次
第
の
後
、
墟
謡
ふ
べ
し
（
傍
点
筆
者
）

一
二

の
記
載
か
ら
、
「
な
ぜ
『
次
第
』
に
限
っ
て
『
取
る
』
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
」

と
問
題
提
起
さ
れ
た
。
そ
の
契
機
は
「
た
と
え
ば
、
二
戸
な
ら
、
高
く
張
り

上
げ
る
か
ら
、
通
ず
る
わ
け
だ
が
、
『
次
第
』
と
『
取
る
』
と
の
間
に
は
、

そ
う
し
た
つ
な
が
り
が
見
出
し
に
く
い
」
点
に
あ
る
（
「
次
第
を
取
る
」
－

『
室
生
』
昭
和
四
十
二
年
四
月
。
『
続
世
阿
弥
新
考
』
再
録
－
）
。

そ
こ
で
香
西
氏
は
、
い
ま
に
（
次
第
）
が
あ
れ
ば
地
が
く
り
返
す
が
、
こ

れ
を
（
地
取
り
）
（
ま
た
「
地
返
シ
」
と
も
）
と
い
う
の
は
、
「
『
地
が
次
第

を
取
る
』
と
い
う
意
味
だ
ろ
う
」
と
取
り
、
能
本
「
百
万
」
の
「
あ
ら
悪
の

念
仏
の
拍
子
や
候
。
わ
ら
は
音
取
を
取
り
候
べ
L
L
（
傍
点
筆
者
）
　
に
い
い

ま
わ
し
の
用
例
を
求
め
、
『
七
十
一
番
歌
合
』
の
曲
舞
舞
い
の
絵
に
添
え
ら

れ
た
詞
「
月
に
は
つ
ら
き
を
ぐ
ら
山
。
そ
の
名
は
か
く
れ
ざ
り
け
り
」
、
に

よ
そ
え
た
恋
の
歌
「
く
せ
舞
の
月
に
は
つ
ら
き
小
倉
山
そ
の
名
か
く
れ
ぬ
秋

の
も
な
か
を
」
の
判
詞
（
曲
舞
舞
い
と
職
業
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
似
た
自
拍
子

と
の
歌
合
）
に
「
右
は
当
世
曲
舞
に
、
月
に
は
つ
ら
き
小
倉
山
、
そ
の
名
は

か
く
れ
ぎ
り
け
り
、
と
い
ふ
音
頭
を
思
よ
せ
た
る
に
や
」
（
傍
点
筆
者
）
と

あ
っ
て
、
こ
の
詞
章
を
「
音
取
」
と
い
っ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
、
（
次
第
）

も
「
音
取
」
も
「
は
じ
め
に
発
声
が
唱
え
出
し
、
後
に
唱
和
す
る
も
の
が
反

復
す
る
も
の
だ
か
ら
、
曲
舞
の
術
語
を
知
ら
な
い
判
者
が
、
こ
れ
を
音
取
と

す
る
の
は
不
思
議
で
な
い
。
次
第
は
音
取
と
唱
和
の
実
体
を
具
え
て
い
る
」

と
、
（
次
第
）
奏
法
の
成
り
立
ち
を
解
釈
し
て
い
ら
れ
る
。

じ
じ
っ
、
こ
ん
に
ち
に
至
る
ま
で
、
「
安
宅
」
「
囁
待
」
「
車
僧
」
を
や
や

例
外
と
し
て
、
（
次
第
）
は
役
と
地
、
ま
た
は
地
と
地
で
繰
り
返
さ
れ
る

（
京
観
世
五
軒
家
の
「
国
家
の
芸
筋
を
継
ぐ
現
・
井
上
家
で
は
、
（
次
第
）

の
始
め
の
7
・
5
を
（
初
句
）
、
そ
の
繰
り
返
し
の
7
・
5
を
へ
返
シ
）
、
結

び
の
1
・
4
－
5
の
場
合
も
あ
る
－
を
へ
二
ノ
句
）
と
呼
ぶ
－
浅
井
宏
蒸
氏

示
教
－
の
で
、
そ
の
術
語
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
拙
稿
は
（
次
第
）
に
限
っ

て
の
論
述
ゆ
え
、
（
一
七
イ
）
の
（
二
ノ
句
）
と
混
同
は
し
な
い
）
。
ご
く
通

常
の
も
の
は
、
（
初
句
）
へ
返
シ
）
へ
二
ノ
句
）
を
拍
律
に
カ
カ
ツ
て
役
な
り

地
な
り
が
謡
い
、
（
返
シ
）
と
〈
二
ノ
句
）
を
地
が
拍
律
に
カ
カ
ラ
ず
、

素
声
（
低
小
吉
）
で
繰
り
返
す
。
（
真
之
次
第
）
の
ハ
ヤ
シ
で
ウ
キ
・
ウ
キ
ッ

レ
が
登
場
す
る
（
真
之
脇
能
）
で
は
、
（
初
句
）
へ
返
シ
）
（
二
ノ
句
）
を
役

が
謡
い
、
地
が
や
は
り
索
声
で
（
返
シ
）
（
二
ノ
句
）
を
取
り
、
い
ま
一
度

一
回
め
と
お
な
じ
く
役
が
繰
り
返
し
、
地
の
返
す
「
素
声
」
　
も
含
め
て
す
べ

て
拍
律
に
カ
カ
る
。
い
わ
ゆ
る
（
三
度
返
シ
）
　
で
あ
る
。
（
真
之
脇
能
）
の

ほ
か
に
、
「
昭
君
」
「
土
車
」
　
の
二
田
は
、
観
世
は
素
声
の
（
地
取
り
）
な
く
、

地
が
一
回
め
と
は
異
る
節
で
（
返
シ
）
（
二
ノ
句
〉
を
返
す
形
に
く
ず
れ
て

い
る
が
、
前
者
に
お
い
て
は
四
流
、
後
者
に
お
い
て
は
喜
多
が
（
三
度
返
シ
）

で
、
古
態
を
留
め
て
い
る
。
観
世
で
は
特
殊
な
演
出
の
場
合
、
（
芭
蕉
）
へ
三

輪
）
へ
道
成
寺
）
な
ど
も
（
三
度
返
シ
）
に
し
て
い
る
。

つ
き
に
香
西
氏
は
池
内
伝
票
氏
の
『
能
楽
盛
衰
記
』
S
に
い
う
「
仏
道
の

諦
経
に
い
う
『
次
第
音
』
」
　
の
く
だ
り
（
の
ち
に
原
典
か
ら
す
こ
し
長
め
に

引
く
）
　
を
引
き
、
「
導
師
が
音
取
を
取
り
、
助
音
が
唱
和
す
る
形
式
で
あ
る
。

そ
の
助
音
の
追
随
反
復
す
る
こ
と
を
『
次
第
を
取
る
』
と
い
っ
た
と
見
ら
れ

る
」
と
述
べ
、
（
次
第
）
な
る
語
の
来
由
も
こ
こ
に
あ
る
と
見
て
、
『
今
昔
物

語
』
本
朝
巻
二
十
八
「
比
叡
山
横
河
僧
酔
茸
読
経
語
第
十
九
」
　
に
見
え
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
の
筋
を
含
ん
で
「
次
第
取
る
僧
共
」
　
と
は
、
「
読
経
の
次
第
音
に

加
わ
っ
て
導
師
の
発
声
に
応
じ
て
、
同
音
唱
和
す
る
助
音
衆
の
こ
と
を
い
っ

た
も
の
に
ら
が
い
な
い
」
と
先
の
解
釈
を
補
強
し
、
「
『
音
取
を
取
る
』
と

『
次
第
を
取
る
』
と
は
、
こ
う
し
た
同
じ
場
で
の
発
唱
と
唱
和
の
二
面
を
い

い
な
ら
わ
し
た
こ
と
ば
で
あ
る
ら
し
い
」
と
再
確
認
さ
れ
る
。

氏
は
加
え
て
『
十
訓
抄
』
「
第
三
、
不
可
侮
人
傷
事
第
十
五
話
」
　
（
能
本

「
江
口
」
　
の
本
説
）
　
の
「
乱
拍
子
の
次
第
を
取
る
」
、
『
春
の
深
山
路
』
弘
安

三
年
（
二
一
八
〇
）
　
三
月
八
日
の
条
の
「
せ
ん
ず
ま
ん
き
い
の
ま
ね
、
た
う

べ
ん
ざ
る
が
う
一
な
り
。
洞
院
中
納
言
、
し
だ
い
と
り
て
、
こ
れ
を
は
や
す
」

（
傍
点
筆
者
）
　
の
二
用
例
に
触
れ
、
前
記
の
解
釈
が
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

あ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

こ
と
を
証
し
て
い
ら
れ
る
。

「
次
第
を
取
る
」
が
仏
家
の
法
式
よ
り
発
す
る
こ
と
と
、
そ
の
反
復
法
が

白
拍
子
芸
や
曲
舞
芸
を
経
て
猿
楽
能
に
流
れ
こ
ん
で
い
る
ル
ー
ツ
を
復
習
す

る
た
め
に
、
ま
ず
香
西
氏
も
引
か
れ
た
池
内
氏
の
文
章
を
引
く
こ
と
に
す
る
。

こ
れ
は
「
次
第
」
　
の
字
義
を
「
わ
け
が
ら
」
と
解
し
、
久
米
邦
武
氏
か
ら
批

判
を
受
け
た
　
（
後
出
）
　
た
め
、
機
を
得
て
、
「
京
都
大
原
浄
蓮
院
の
僧
竹
内

道
忍
師
」
　
に
訊
し
て
得
た
答
の
聞
き
取
り
書
き
で
あ
る
（
し
ぜ
ん
、
表
現
は

池
内
流
で
あ
る
）
。

…
・
声
明
に
も
平
曲
に
も
な
い
が
、
仏
を
供
養
す
る
と
か
、
仏
を
勧
請
す

る
と
か
い
ふ
時
の
お
経
（
筆
者
注
、
経
で
は
な
く
、
讃
歌
・
勧
請
・
帰
依

の
た
め
の
宝
号
唱
和
）
　
に
、
次
第
音
と
い
ふ
話
し
方
が
あ
る
と
言
っ
て
左

の
如
く
語
ら
れ
た
。

次
第
音
に
は
諷
方
に
数
種
の
区
別
が
あ
る
。
先
づ
導
師
が
仮
り
に
南
無

帰
命
頂
礼
と
一
句
諷
ふ
と
、
其
の
後
に
控
へ
て
ゐ
る
多
く
の
伴
奏
者

一
三



能
本
へ
次
第
）
考

（
助
音
）
が
同
音
に
こ
れ
を
繰
返
し
て
調
ふ
の
も
あ
れ
ば
、
又
導
師
が

南
無
と
諷
ひ
出
し
た
後
か
ら
、
助
音
が
南
無
と
諷
ひ
導
師
と
助
音
と
が

幾
字
か
違
ひ
な
が
ら
謳
い
進
ん
で
、
い
つ
と
な
く
一
緒
に
な
っ
て
終
り

は
共
に
局
を
結
ぶ
の
も
あ
り
、
更
に
又
導
師
が
南
無
と
諷
ひ
出
す
と
、

帰
命
か
ら
助
言
が
付
け
て
同
音
に
諷
ふ
の
も
あ
る
。
英
の
諷
方
に
は
教

程
の
別
は
あ
る
が
、
後
か
ら
次
第
に
追
ひ
か
け
て
行
く
と
い
ふ
形
式
は

同
一
で
、
繰
返
す
と
い
ふ
事
が
、
比
の
次
第
音
の
原
則
と
な
っ
て
ゐ
る
。

こ
れ
で
私
の
多
年
の
疑
問
は
釈
然
と
し
て
氷
解
し
た
。
脇
能
の
次
第
は

三
度
返
し
と
な
り
、
普
通
の
次
第
に
も
地
取
り
が
あ
っ
て
、
必
ず
繰
返

し
て
預
ふ
の
は
、
次
第
音
の
原
則
に
適
っ
た
も
の
に
相
違
な
い
。

わ
た
し
自
身
も
、
岩
田
宗
一
氏
に
試
し
、
お
よ
そ
つ
ぎ
の
よ
う
な
答
を
得

た
。
先
引
の
も
の
と
付
合
す
る
。

密
教
・
顕
教
を
問
わ
ず
、
礼
文
を
話
し
、
宝
号
を
唱
え
る
場
合
、
宗
派

に
よ
っ
て
、
句
頭
（
師
）
・
唯
納
（
ユ
イ
ナ
ま
た
イ
ノ
ウ
）
・
会
行
事
・
会

奉
行
、
場
合
に
よ
っ
て
は
和
上
等
と
呼
ば
れ
る
、
唱
話
を
リ
ー
ド
す
る
役

僧
一
人
と
、
ガ
ワ
・
式
衆
・
大
衆
な
ど
と
呼
ば
れ
る
複
数
の
僧
た
ち
と
、

ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
分
か
れ
て
お
り
、
句
頭
師
の
唱
え
る
句
の
句
末
に
式
衆
が

か
ぶ
せ
て
つ
き
の
句
を
唱
和
し
、
ま
た
そ
の
句
末
に
か
ぶ
せ
て
句
頭
師
が

つ
ぎ
の
句
を
唱
え
る
と
い
う
法
式
、
ま
た
句
頭
師
の
唱
え
に
一
・
二
手
お

く
れ
て
式
衆
が
お
な
じ
句
を
輪
唱
す
る
法
式
、
句
頭
師
が
冒
頭
の
一
句
を

唱
え
、
つ
き
の
句
か
ら
式
衆
が
唱
和
し
た
り
、
句
頭
師
の
唱
え
た
句
を
、

式
衆
が
繰
り
返
し
た
り
、
ヴ
ァ
リ
エ
イ
ン
ョ
ソ
が
す
く
な
か
ら
ず
見
ら
れ

る
が
、
要
す
る
に
、
こ
う
い
う
唱
え
か
た
を
「
次
第
を
取
る
」
　
と
称
し
、

一
四

式
次
第
（
宗
派
に
よ
っ
て
は
差
状
と
称
す
る
）
　
に
は
「
取
次
第
」
と
し
ろ

さ
れ
る
。

「
東
大
寺
修
二
会
の
構
成
と
所
作
㊤
」
（
国
立
文
化
財
研
究
所
芸
能
部
縞
）

の
う
ち
、
横
道
萬
里
雄
氏
か
ら
抜
き
刷
り
を
頂
戴
し
た
「
初
夜
・
梅
迫
作
法
」

の
「
Ⅴ
－
七
五
体
」
　
で
、
「
南
無
帰
命
頂
礼
大
慈
大
悲
観
自
在
尊
…
」
　
の

文
を
唱
諦
す
る
く
だ
り
の
小
見
出
し
に
「
ガ
ワ
　
次
第
唱
諦
・
五
体
投
地
礼
」

（
傍
点
筆
者
）
と
見
え
る
の
も
、
お
な
じ
法
式
で
、
仏
家
で
い
う
「
次
第
」

と
は
、
唱
涌
文
の
部
分
名
で
は
な
く
、
唱
話
法
な
の
で
あ
る
。

以
上
は
、
い
ず
れ
も
先
学
の
教
示
に
よ
っ
て
得
た
理
解
で
あ
る
が
、
以
上

を
参
考
に
し
て
思
う
と
、
わ
た
し
自
身
が
、
幾
度
と
な
く
接
し
た
浄
土
宗
の

施
食
（
施
餓
鬼
）
　
会
に
お
い
て
、
如
来
の
宝
号
を
唱
諦
す
る
く
だ
り
で
、

「
取
次
第
」
　
に
該
当
す
る
法
式
が
あ
っ
た
（
も
っ
と
も
、
浄
土
宗
で
は
、
鎮

西
・
西
山
商
流
と
も
「
取
次
第
」
と
は
呼
は
な
い
）
。
す
な
わ
ち
、
西
山
で

は
、
宝
勝
・
多
宝
・
妙
色
身
・
広
博
身
・
離
怖
畏
・
甘
露
王
・
阿
弥
陀
の
七

如
来
を
漢
音
読
で
、
「
南
無
0
0
如
来
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
句
頭
師
一
度
、
大

衆
が
そ
れ
を
繰
り
返
し
て
も
う
一
度
唱
諦
す
る
。
鎮
西
で
は
、
多
宝
と
阿
弥

陀
を
欠
き
五
如
来
、
呉
音
読
で
、
宝
号
は
句
頭
師
一
度
だ
が
、
各
如
来
の
讃

歌
文
、
た
と
え
ば
宝
勝
如
来
な
ら
「
除
軽
質
業
福
智
円
満
」
を
三
度
大
衆
が

返
す
。
昨
今
、
西
山
で
句
頭
師
と
大
衆
が
、
同
一
の
文
を
返
さ
ず
、
交
互
に

つ
ぎ
つ
ぎ
唱
え
て
ゆ
く
略
方
式
が
行
わ
れ
、
こ
れ
を
「
互
い
引
き
」
と
称
し

て
い
る
。
引
く
と
は
、
多
分
「
引
摂
浄
土
」
　
に
発
す
る
語
で
、
同
素
で
は
、

導
師
や
講
師
（
説
教
師
）
　
を
小
鐘
を
打
っ
て
高
座
に
い
ざ
な
う
こ
と
を

い
ん
じ
よ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ん
ぎ
ん

「
引
囁
」
、
ひ
ら
た
く
は
「
引
く
」
と
い
っ
て
い
る
（
そ
の
中
鐘
は
引
霊
と

呼
ば
れ
る
）
。
だ
か
ら
、
「
互
い
引
き
」
と
は
、
引
く
者
、
す
な
わ
ち
句
頭
師
、

俗
に
い
え
ば
音
頭
取
り
と
、
そ
れ
に
和
す
る
も
の
と
い
う
形
が
く
ず
れ
て
、

た
が
い
に
音
頭
を
取
り
あ
っ
て
ゆ
く
意
な
の
だ
。
引
く
は
先
を
取
る
こ
と
で

あ
り
、
「
次
第
を
取
る
」
　
の
リ
ー
ド
す
る
側
の
し
ご
と
を
い
う
の
で
あ
り
、

猿
楽
能
第
一
次
固
定
期
以
後
の
取
る
の
い
わ
ば
対
応
語
で
あ
る
。

二

香
西
氏
は
、
他
の
論
文
で
も
「
百
万
」
　
の
「
あ
ら
悪
の
念
仏
の
拍
子
や
候
。

わ
ら
は
音
頭
を
取
り
侯
べ
L
L
　
の
詞
章
を
引
い
て
、
「
曲
舞
音
楽
に
と
っ
て

拍
子
が
生
命
で
あ
り
、
特
に
拍
子
の
感
覚
が
鋭
か
っ
た
こ
と
」
　
の
例
証
に
用

い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
小
金
井
清
光
氏
は
、
引
用
詞
章
が
現
行
観

世
流
の
用
い
る
後
世
の
も
の
で
あ
り
、
禅
鳳
自
筆
本
や
『
草
屋
本
』
で
は

「
あ
ら
わ
る
の
大
念
仏
の
ふ
し
や
。
さ
す
が
に
此
大
念
仏
を
さ
や
う
に
筋
な

げ
に
申
す
か
」
、
禅
鳳
本
で
は
こ
の
あ
と
「
わ
ら
わ
が
申
さ
う
す
る
や
う
に

っ
け
て
申
候
へ
」
と
あ
り
、
「
念
仏
の
『
拍
子
』
で
は
な
く
、
『
ふ
し
』
の
ほ

う
が
古
い
形
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
香
西
説
は
成
り
立
た
な
い
」
と
反
論
し
て

い
ら
れ
る
（
『
能
の
研
究
』
「
第
六
部
自
拍
子
・
曲
舞
研
究
」
「
観
阿
以
前
の

音
曲
」
）
　
が
、
香
西
氏
の
拠
ら
れ
た
詞
章
が
、
た
ま
た
ま
新
し
い
も
の
だ
っ

た
こ
と
は
、
氏
の
ケ
ア
レ
ス
・
ミ
ス
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
世
阿
弥
が
『
音

曲
口
伝
』
『
曲
付
次
第
』
『
談
餞
』
に
繰
り
返
し
、
曲
舞
は
「
拍
子
が
体
」
で

あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
の
は
衆
目
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
し
、
ど
の
伝

本
に
か
か
わ
ら
ず
、
「
山
姥
」
　
の
ツ
レ
の
遊
女
が
曲
舞
を
謡
お
う
と
す
る
く

だ
り
（
の
ち
に
も
触
れ
る
）
　
に
は
、
「
お
そ
ろ
し
な
が
ら
時
の
調
子
を
と
る

や
、
拍
子
を
す
す
む
れ
は
」
　
と
い
う
し
、
「
百
万
」
　
の
主
人
公
で
あ
る
百
万

と
い
う
女
曲
舞
舞
い
は
、
こ
の
あ
と
、
事
実
、
音
取
を
取
る
の
で
あ
る
か
ら
、

香
西
論
の
骨
組
み
は
く
ず
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

さ
て
、
シ
テ
の
百
万
は
、
清
涼
寺
門
前
の
者
（
ア
イ
狂
言
）
　
の
踊
り
念
仏

（
念
仏
の
風
流
）
　
に
、
芸
能
史
用
語
を
使
え
ば
、
オ
コ
ツ
ら
れ
（
お
び
き
出

さ
れ
）
　
て
出
て
く
る
。

ア
イ
へ
南
無
釈
迦
牟
尼
仏
　
壇
へ
南
無
釈
迦
牟
尼
仏
（
地
取
）

ア
イ
へ
南
無
釈
迦
釈
迦
釈
迦
　
地
へ
南
無
釈
迦
釈
迦
釈
迦
（
地
取
）

ア
イ
へ
さ
わ
み
さ
・
さ
わ
み
さ
。
さ
わ
み
さ
　
さ
わ
み
さ

－
シ
テ
、
笹
で
ア
イ
の
首
筋
を
打
つ
－
　
ハ
ア
、
蜂
が
剥
い
た
。

シ
テ
へ
あ
ら
悪
の
・
…
・
（
詞
章
諸
本
異
同
、
前
出
の
と
お
り
）

ア
イ
「
げ
に
げ
に
わ
れ
等
は
下
手
に
て
候
間
、
方
方
音
取
を
取
り
面
白
う

念
仏
を
御
申
し
候
へ
や
。
（
『
ア
イ
は
解
註
　
謡
曲
全
集
』
）

シ
テ
へ
南
無
阿
弥
陀
仏
　
地
へ
南
無
阿
弥
陀
仏

シ
テ
へ
南
無
阿
弥
陀
仏
　
地
へ
南
無
阿
弥
陀
仏

シ
テ
へ
弥
陀
た
の
む

地
へ
人
は
両
夜
の
月
な
れ
や
。
雲
晴
れ
ね
と
も
西
へ
行
く

シ
テ
へ
阿
弥
陀
仏
や
な
ま
う
だ
と

地
当
た
れ
か
ば
頼
ま
ざ
る
、
た
れ
か
頼
ま
ざ
る
べ
き
（
傍
点
筆
者
）

傍
線
部
は
文
字
ど
お
り
「
次
第
を
取
」
　
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
先
引

『
談
餞
』
の
記
事
か
ら
、
曲
舞
の
詞
章
が
は
ぎ
と
伝
わ
ら
ぬ
ま
ま
に
、
（
次

第
）
は
曲
舞
に
発
す
る
と
、
一
般
に
漠
然
と
思
わ
れ
て
来
た
、
あ
る
一
つ
の

芸
態
伝
承
を
じ
つ
に
忠
実
に
伝
え
、
倣
ん
で
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ

一
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熊
本
へ
次
第
）
考

る
。
そ
し
て
、
唱
諦
方
式
、
奏
法
に
つ
け
ら
れ
た
名
称
が
あ
る
詞
章
、
（
小

段
）
の
名
称
に
違
っ
て
来
た
事
情
も
ま
た
、
お
の
ず
と
了
解
で
き
る
の
で
あ

る。

現
行
の
母
子
再
会
の
物
狂
能
「
百
万
」
　
に
は
、
原
作
か
ら
幾
転
変
を
経
た

跡
が
見
ら
れ
、
「
百
万
」
（
『
三
通
』
『
五
音
』
）
－
「
嵯
峨
物
狂
」
（
≡
一
道
』
）

－
『
嵯
峨
の
大
念
仏
の
女
物
狂
の
物
真
似
』
（
『
風
姿
花
伝
』
－
奥
儀
－
『
談

儀
』
）
　
と
、
曲
名
と
実
作
の
歴
史
を
遡
源
し
て
ゆ
く
と
、
も
と
も
と
主
人
公

は
百
万
と
特
定
さ
れ
ぬ
、
た
だ
の
女
曲
舞
舞
い
た
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

「
人
は
雨
夜
の
…
…
」
は
、
先
引
『
七
十
一
番
歌
合
』
　
の
曲
舞
の
く
だ
り
に

見
え
る
「
月
に
は
つ
ら
さ
を
ぐ
ら
山
…
‥
」
と
お
な
じ
く
、
曲
舞
舞
い
の
謡

う
章
句
か
、
そ
れ
に
疑
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
横
道
氏
は
（
次
第
）
の
辞
句
の

音
数
律
を
七
・
五
　
（
七
・
五
）
・
七
・
四
と
解
説
さ
れ
（
『
能
劇
の
研
究
』
所

収
「
能
本
の
構
造
」
）
、
香
西
氏
は
「
次
第
を
取
る
」
論
で
『
七
十
一
番
歌
合
』

の
先
引
『
月
に
は
つ
ら
さ
を
ぐ
ち
山
そ
の
名
は
か
く
れ
ざ
り
け
り
』
i
の
音
数

律
を
7
・
5
・
4
・
7
と
把
ら
え
ず
、
7
・
5
・
7
・
4
と
把
ら
え
ら
れ
た

の
は
賛
成
で
、
お
な
じ
く
白
拍
子
の
く
だ
り
に
見
え
る
「
所
〈
に
ひ
く

水
は
。
山
の
ゐ
ど
の
な
は
し
ろ
」
　
も
、
第
三
句
が
一
字
字
足
ら
ず
で
は
あ
る

が
、
7
・
5
・
6
・
4
と
四
音
節
で
結
ば
れ
、
「
人
は
雨
夜
の
…
…
」
　
の
歌

謡
の
結
び
も
「
た
れ
か
は
頼
ま
ざ
る
　
た
れ
か
頼
ま
ざ
る
べ
き
」
　
と
四
音
節

で
あ
り
、
こ
の
繰
り
返
し
も
先
行
芸
能
よ
り
出
、
能
本
の
（
次
第
）
に
煮
つ

ま
る
前
哨
戦
の
よ
う
に
も
、
わ
た
し
は
思
う
。

「
百
万
」
　
の
、
い
ま
問
題
に
し
て
い
る
部
分
の
ノ
リ
を
俗
に
（
渡
り
拍
子
〉

と
呼
ぶ
。
本
来
へ
渡
り
拍
子
）
と
は
、
ハ
ヤ
シ
事
の
一
ク
サ
リ
が
、
地
拍
子

一
六

の
一
ク
サ
リ
を
跨
ぐ
こ
と
を
い
う
の
で
、
ノ
リ
の
名
で
は
な
い
が
、
二
字
一

拍
の
（
平
ノ
リ
）
型
に
太
鼓
を
入
れ
、
大
き
な
波
に
ノ
ッ
て
謡
う
、
（
渡
り

拍
子
）
型
の
ハ
ヤ
シ
（
下
り
端
）
で
人
物
が
登
場
し
た
直
後
の
一
く
だ
り
を
、

い
つ
し
か
こ
う
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
「
百
万
」
　
の
当
該
部
分
に
対
応
す
る

（
渡
り
拍
子
地
）
の
詞
章
構
成
を
「
室
君
」
「
狸
々
」
「
大
瓶
遅
々
」
「
西
王

母
」
「
嵐
山
」
「
国
栖
」
「
藤
栄
」
　
の
七
曲
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
お
よ
そ

表
示
の
よ
う
に
な
る
（
表
I
）
。
す
な
わ
ち
、
謡
い
出
し
は
、
す
べ
て
上
音

五
音
節
の
地
の
繰
り
返
し
、
そ
の
初
速
の
結
び
は
繰
り
返
し
が
四
曲
、
そ
の

う
ち
三
田
が
四
音
節
（
表
示
ゴ
シ
ッ
ク
体
）
　
で
結
ば
れ
る
。
「
国
栖
」
は
全

句
一
連
で
段
落
を
持
た
な
い
が
、
第
二
連
は
役
が
一
句
、
地
が
そ
れ
を
繰
り

返
し
、
中
音
四
曲
、
上
音
二
曲
、
第
三
達
を
持
つ
も
の
三
田
、
こ
れ
は
い
ず

れ
も
役
が
一
句
、
地
が
繰
り
返
し
て
一
句
両
句
と
も
中
音
、
そ
の
あ
と
の
結

び
は
、
「
室
君
」
一
曲
が
繰
り
返
し
、
他
は
繰
り
返
さ
な
い
が
、
四
音
節
で

止
め
る
も
の
が
四
曲
六
例
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

〈
下
り
端
）
に
導
か
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
い
わ
ゆ
る
へ
段
歌
）
の
地

の
謡
い
出
し
の
、
あ
る
も
の
は
、
一
字
を
ノ
べ
て
一
拍
ず
つ
に
と
る
こ
と
、

五
音
節
で
あ
る
こ
と
、
繰
り
返
す
こ
と
、
の
三
点
で
〈
渡
り
拍
子
地
）
の
場

合
と
お
な
じ
で
あ
る
。
「
柏
崎
」
　
の
「
頼
も
し
や
」
、
「
雲
雀
山
」
　
の
「
い
ろ

い
ろ
の
」
、
「
花
筐
」
　
の
「
お
そ
ろ
し
や
」
が
そ
う
で
、
「
雲
雀
山
」
　
の
場
合

は
、
第
二
連
の
謡
い
出
し
（
シ
テ
へ
あ
さ
も
よ
い
　
地
へ
〈
）
　
も
お
な
じ

パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
「
王
事
」
　
の
（
段
歌
）
で
は
第
三
連
の
謡
い
出
し
が
お

な
じ
型
（
シ
テ
へ
阿
弥
陀
仏
　
地
へ
〈
）
　
で
あ
る
。
能
本
小
段
成
立
史
上
、

こ
の
類
の
（
段
歌
）
は
（
渡
り
拍
子
）
の
く
ず
れ
、
あ
る
い
は
修
正
発
展
型



能
本
（
次
第
〉
考

と
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
さ
て
措
き
、
（
渡
り
拍
子
地
）
の
い
ま
見
た
よ
う
な
詞
章
構
成
は
、

や
は
り
「
次
第
を
取
」
　
っ
て
い
る
た
ぐ
い
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
能

本
の
（
渡
り
拍
子
地
〉
と
（
次
第
）
と
は
、
近
似
し
た
芸
能
史
的
系
譜
の
上

に
成
り
立
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

話
が
い
さ
さ
か
戻
る
が
、
さ
き
ほ
ど
か
ら
云
々
し
た
「
百
万
」
　
の
（
渡
り

拍
子
地
）
は
そ
の
あ
と
の
（
一
声
）
へ
ノ
リ
地
）
を
含
め
、
一
般
に
（
車
之

段
）
と
呼
ぶ
。
「
力
車
に
七
草
。
積
む
と
も
尽
き
じ
。
重
く
と
も
。
引
け
や

え
い
さ
ら
え
い
さ
と
。
一
度
に
頼
む
弥
陀
の
力
。
頼
め
や
頼
め
南
無
阿
弥
陀

仏
」
と
結
ば
れ
、
こ
の
一
く
だ
り
は
、
首
尾
呼
応
し
て
念
仏
の
風
流
で
あ
る

こ
と
が
了
解
さ
れ
る
と
同
時
に
、
車
を
引
く
も
の
ま
ね
芸
を
し
て
い
る
こ
と

も
わ
か
る
。
こ
の
く
だ
り
に
つ
づ
く
、
い
わ
ゆ
る
へ
笹
之
段
）
に
も
「
引
け

や
引
け
や
こ
の
事
。
物
見
な
り
物
見
な
り
。
げ
に
百
万
が
姿
は
。
も
と
よ
り

長
さ
黒
髪
を
。
お
ど
ろ
の
ご
と
く
乱
し
て
。
古
り
た
る
烏
帽
子
ひ
ざ
か
づ
き

…
」
と
い
う
。
わ
た
し
に
は
ど
う
も
（
曲
）
舞
車
が
投
影
し
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
『
五
音
』
に
は
、
観
阿
弥
が
曲
舞
の
師
と
し
た
賀
歌
は
「
南

都
二
百
万
卜
云
、
女
節
曲
節
ノ
末
卜
云
」
と
い
い
、
「
祇
園
会
ノ
車
ノ
上
ノ

曲
舞
、
コ
ノ
家
ナ
リ
」
と
あ
る
。
い
ま
、
京
洛
の
祇
園
会
に
「
橋
弁
慶
」

「
芦
刈
」
「
木
賊
」
な
ど
、
能
の
現
行
曲
の
山
が
引
か
れ
る
が
、
出
来
た
と

き
は
、
い
わ
ば
（
曲
）
舞
車
の
当
世
版
で
あ
っ
た
わ
け
で
、
閲
曲
（
一
名
、

曲
舞
）
　
に
「
妻
戸
」
と
「
美
人
揃
」
が
伝
わ
る
が
、
本
来
「
舞
車
」
と
い
う

完
曲
の
二
つ
の
（
曲
舞
）
部
分
で
あ
っ
て
、
（
曲
）
舞
車
が
二
台
出
て
立
ち

会
い
、
優
劣
を
競
う
と
い
う
曲
が
ら
た
っ
た
の
だ
（
こ
の
部
分
を
書
い
て
か

一
人

ら
、
香
西
滞
氏
の
「
女
曲
舞
百
万
」
に
同
種
の
記
述
の
あ
る
の
に
気
が
つ
い

た）。

三

小
段
と
し
て
の
（
次
第
）
の
性
格
と
役
割
に
つ
い
て
、
は
じ
め
て
言
及
し

た
の
は
、
室
町
末
葉
、
永
正
七
年
（
一
五
一
〇
）
の
識
語
を
持
つ
『
竹
田
弥

次
郎
伝
書
』
で
あ
ろ
う
。

凡
次
第
は
、
其
能
一
番
の
ゆ
ら
ひ
を
い
ひ
あ
ら
は
す
や
う
に
書
候
を
、

し
ぜ
ん
別
の
次
第
を
う
た
ふ
事
あ
り
。
大
に
曲
事
也
。
其
能
く
を
う

た
ふ
べ
き
な
り
…
‥
（
傍
点
・
振
り
漢
字
筆
者
）

当
時
行
わ
れ
た
ら
し
い
、
他
曲
の
（
次
第
）
を
任
意
に
流
周
す
る
習
慣
を

批
判
す
る
の
が
眼
目
で
、
そ
の
性
格
と
役
割
の
指
摘
と
し
て
は
、
い
さ
さ
か

あ
い
ま
い
で
あ
る
。

近
世
に
も
、
い
く
つ
か
言
及
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
は
じ
め
て
本
格
的
に
白

拍
子
・
曲
舞
以
来
の
沿
革
を
考
察
し
、
そ
の
性
格
・
役
割
に
言
及
し
た
の
は
、

久
米
邦
武
氏
で
あ
っ
た
。
氏
は
如
水
生
（
池
内
如
水
。
本
名
信
嘉
）
が
『
能

楽
』
（
明
治
三
十
八
年
七
月
）
に
「
次
第
」
と
称
す
る
一
文
を
載
せ
、
「
序
歌

と
書
い
て
あ
る
も
の
も
あ
る
が
…
…
唯
位
置
の
上
か
ら
見
て
訳
し
た
名
で
、

次
第
と
い
ふ
文
字
に
就
き
其
の
意
味
上
か
ら
訳
し
た
も
の
で
は
な
い
」
と
し

て
、
「
何
れ
の
次
第
を
補
へ
て
来
て
見
て
も
必
ず
多
少
そ
の
場
合
の
意
味
が

言
ひ
顕
は
さ
れ
て
居
る
、
先
づ
次
第
は
わ
け
か
ら
と
い
ふ
意
味
に
解
す
る
の

が
至
当
で
あ
ら
う
」
と
書
い
た
の
に
対
す
る
反
論
が
契
機
に
な
っ
て
の
考
察
・

執
筆
で
、
「
謡
曲
の
次
第
と
昔
の
曲
舞
」
（
『
能
楽
』
明
治
三
十
九
年
四
月
）
・

「
曲
舞
と
白
拍
子
舞
」
（
同
五
月
）
二
間
舞
と
居
間
」
　
（
同
六
月
）
÷
次
第
は

序
歌
」
（
同
七
月
）
　
と
連
載
し
、
「
余
は
次
第
を
序
歌
と
墳
訳
す
る
を
妥
当
と

の
考
へ
を
持
も
の
な
り
」
と
述
べ
た
。
「
曲
を
昔
の
曲
舞
と
考
へ
、
山
姥
に

執
付
て
百
万
山
姥
が
作
り
た
る
曲
舞
の
一
節
を
割
出
さ
ん
と
」
し
、
曲
舞
の

冒
頭
で
そ
の
モ
テ
ィ
ー
フ
が
披
経
さ
れ
て
い
る
点
を
指
摘
し
、
不
備
な
が
ら
、

「
杜
若
と
百
万
と
は
、
次
第
を
冠
り
て
始
ま
り
、
終
り
に
又
其
文
句
に
て
結

び
あ
る
こ
と
勘
付
」
、
（
ク
セ
）
の
「
二
度
上
げ
」
　
に
言
及
し
て
い
る
の
は
、

惑
服
す
る
。
拙
稿
冒
頭
に
引
く
『
談
餞
』
　
の
記
事
な
ど
に
触
れ
て
い
た
ら
、

氏
の
論
は
さ
ら
に
進
ん
で
い
た
は
ず
で
あ
る
し
、
同
書
の
「
…
‥
山
姥
・
百

万
、
走
ら
は
み
な
名
誉
の
曲
舞
共
也
」
を
読
め
ば
、
こ
れ
ら
が
本
来
、
独
立

し
た
謡
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
知
り
え
た
と
思
わ
れ
る
。
吉
田
東
伍
氏
の

『
談
儀
』
の
校
訂
は
翌
々
年
、
さ
ら
に
そ
の
翌
年
に
は
、
前
出
池
内
氏
に
よ
っ

て
刊
行
さ
れ
た
。
た
だ
へ
次
第
）
を
序
歌
と
称
し
た
の
は
、
勘
海
i
戊
兵
衛

（
『
秦
曲
正
名
聞
言
』
）
　
で
あ
っ
た
。
な
お
世
阿
弥
は
多
く
〈
次
第
）
の
次
に

位
置
す
る
（
ク
リ
）
を
「
曲
舞
の
序
」
　
と
呼
ん
で
い
る
。
「
曲
舞
の
序
に

『
抑
布
留
と
は
』
と
い
ひ
」
と
『
談
儀
』
に
見
え
る
。

（
次
第
）
が
観
・
世
二
阿
ふ
う
の
猿
楽
能
形
成
の
前
哨
に
お
い
て
、
拙
稿

冒
頭
B
に
い
う
ご
と
く
、
（
曲
舞
）
部
分
の
冒
頭
（
地
へ
次
第
）
）
　
で
も
あ
り
、

同
時
に
結
び
で
も
あ
っ
た
（
も
っ
と
も
、
首
都
は
返
シ
が
あ
り
、
尾
部
は
な

い
）
。
そ
の
首
尾
呼
応
の
形
式
を
踏
む
も
の
は
、
い
ま
伝
わ
り
も
し
、
現
行

曲
で
も
あ
る
「
百
万
」
「
歌
占
」
「
山
姥
」
「
東
岸
居
士
」
「
杜
若
」
　
の
五
曲
で

あ
る
。
「
百
万
」
は
女
曲
舞
舞
い
の
芸
態
を
倣
ぶ
を
本
旨
と
し
、
「
山
姥
」
も

ま
た
、
主
題
た
る
山
姥
の
山
め
ぐ
り
を
い
ざ
な
う
の
が
、
自
拍
子
的
雰
囲
気

を
多
分
に
た
た
え
た
遊
女
の
帖
舞
で
あ
る
。
「
歌
占
」
　
の
当
該
部
分
も
、
『
五

音
』
を
綜
合
駒
に
読
め
ば
、
山
本
某
作
詩
・
海
老
名
商
阿
弥
曲
付
の
「
地
獄

節
的
舞
」
を
十
郎
元
雅
が
完
曲
に
挿
入
し
た
も
の
で
、
も
と
は
「
『
百
万
』

能
之
内
」
　
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
現
行
「
百
万
」
　
の
（
曲
舞
）
部

分
は
、
同
書
に
よ
っ
て
「
私
之
作
蕾
」
、
す
な
わ
ち
世
阿
弥
自
身
が
書
き
、

節
付
も
ほ
ど
こ
し
て
、
あ
ら
た
に
入
れ
た
の
で
、
母
が
生
き
別
れ
た
子
を
尋

ね
る
の
を
モ
テ
ィ
ー
フ
に
し
て
い
る
。
「
東
岸
居
士
」
　
は
風
狂
と
説
法
業
と

を
な
い
ま
ぜ
に
し
て
、
そ
れ
を
曲
舞
形
式
で
見
せ
よ
う
と
す
る
皮
肉
な
曲
が

ら
、
「
杜
若
」
　
は
形
こ
そ
曲
舞
形
式
に
整
う
て
あ
れ
、
伊
勢
物
語
の
秘
事
伝

授
の
雰
囲
気
を
濃
厚
に
伝
え
な
が
ら
、
み
ず
か
ら
世
の
無
用
者
と
な
っ
た
昔

男
（
業
平
）
　
の
東
下
り
と
恋
の
遍
歴
を
描
く
。
い
ず
れ
も
「
二
段
有
べ
L
L

に
、
忠
実
に
セ
ク
シ
ョ
ン
の
改
ま
る
と
き
の
上
音
節
、
シ
テ
の
謡
う
の
ち
の

い
わ
ゆ
る
（
上
ゲ
端
）
が
二
度
あ
り
、
へ
二
段
グ
セ
）
に
書
か
れ
て
い
る
が
、

「
東
岸
居
士
」
　
の
み
は
、
く
ず
れ
て
（
上
ゲ
端
）
は
一
度
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
五
郎
の
へ
的
舞
）
部
分
の
首
尾
と
〈
上
ゲ
…
抄
を
表
に
し
て
示
す
（
次
項
）
。

（
ク
セ
）
ド
メ
に
　
（
次
第
）
を
返
さ
ぬ
な
が
ら
、
（
一
七
イ
）
ま
た
は

へ
ク
リ
）
の
前
に
、
へ
的
舞
）
部
分
の
序
歌
と
し
て
の
（
次
第
）
を
設
け
る

も
の
は
、
十
例
ほ
ど
見
受
け
る
。
い
ま
通
覧
す
る
と
、

★
　
　
　
　
　
　
　
★
　
　
　
　
　
　
　
　
　
★
　
　
　
　
　
★

楊
貴
妃
　
羽
衣
　
源
氏
供
養
　
桧
垣
　
桜
川
　
籠
紙
王
　
賀
茂
物
狂

綾
鼓
　
天
鼓
　
黒
塚
　
（
観
世
「
安
達
原
」
）

こ
の
う
ち
、
★
印
の
四
曲
が
、
白
拍
子
、
な
い
し
、
そ
れ
と
近
似
す
る
も

の
、
そ
し
て
「
源
氏
供
養
」
　
の
紫
式
部
は
、
や
が
て
挙
ぼ
る
「
草
子
洗
（
小

町
）
」
　
の
小
町
と
お
な
じ
く
、
芸
態
上
は
、
白
拍
子
的
雰
囲
気
に
扱
わ
れ
て

一
九
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な �き ��ち �i舞親 

d　c　b　a �d　c　b　a �dc裏書 �d　c �d　c　b　a � 

殺 �浅さ �と　し � �花 � 
＿　生 �間て �てか �霊 �の �の 

倫 �のし 岳そ �れ ば �安 �浮 木 �／＼ 上 
盗 邪 �に信 �人 �猶 �の �ゲ 

立濃 �問 �如 �亀 �端 
つな �に �火 �山 �＼、／ 

淫 は �煙る �あ ら ず �宅 �や 
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み �〈） き �が �ち �や �第 

な ��山 �の �百 �＼／ 

表II　（a　〈一セイ〉・b　〈前奏舞〉・C　〈クリ〉・d〈サン〉）

能
本
人
次
第
）
考

いる。な
お
、
「
恋
重
荷
」
は
『
三
通
』
に
「
昔
、
綾
の
太
鼓
也
」
　
と
あ
っ
て
、

「
綾
鼓
」
　
の
祖
型
を
改
作
し
た
も
の
の
よ
う
で
、
そ
の
小
段
構
成
は
、
両
曲

お
よ
そ
重
な
り
合
う
が
、
「
恋
重
荷
」
　
は
（
ク
セ
）
を
ス
ッ
ポ
リ
抜
き
、
（
サ

シ
）
ド
メ
か
ら
ハ
ロ
ン
ギ
）
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
本
来
的
に
は
地
へ
次
第
）

は
や
は
り
へ
曲
舞
）
の
序
歌
と
し
て
の
位
置
を
占
め
て
い
る
。

ま
た
、
「
草
子
洗
（
小
町
）
」
「
三
井
寺
」
「
砧
」
「
盛
久
」
「
海
士
　
（
人
）
」

は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
草
子
を
洗
う
、
鐘
を
撞
く
、
砧
を
打
つ
、
刑
を
執
行
す
る
、

、
、
、
ル
メ
を
刈
る
、
と
い
っ
た
主
題
的
作
業
の
序
歌
に
動
い
て
い
る
。

四

沿
革
的
に
見
て
、
（
次
第
）
の
音
数
律
は
1
・
5
・
7
・
5
・
7
・
4
で

あ
っ
た
ら
し
い
。
し
か
る
に
、
お
り
お
り
（
二
ノ
句
）
の
結
び
を
5
と
す
る

も
の
を
見
受
け
る
。
こ
れ
は
、
伝
統
か
ら
い
え
ば
、
一
つ
の
く
ず
れ
で
あ
る
。

猿
楽
能
は
も
と
も
と
「
申
楽
延
年
の
こ
と
わ
ざ
」
（
『
風
姿
花
伝
』
）
　
で
あ
っ

て
、
世
阿
弥
は
　
（
そ
し
て
家
こ
そ
違
え
、
後
継
者
た
る
金
春
禅
竹
も
）
、

「
申
楽
と
は
神
楽
」
　
で
あ
り
、
自
分
た
ち
の
出
自
は
神
職
で
あ
る
、
と
表
望

し
た
。
ゆ
え
に
一
日
の
冒
頭
の
「
翁
」
　
の
脇
に
据
え
る
脇
能
は
大
切
に
し
た
。

南
都
の
能
で
脇
能
の
役
を
ク
ジ
で
引
い
た
り
、
役
の
取
り
あ
い
で
紛
糾
し
た

り
し
て
い
る
。
し
ぜ
ん
脇
能
は
、
吉
例
を
尚
ぶ
。
い
ま
現
行
の
全
曲
と
、
比

較
的
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
廃
曲
・
番
外
曲
、
計
四
十
七
番
を
一
瞥
し
て
、
当
該
句

は
、
同
文
を
除
い
て
実
数
四
十
六
、
わ
ず
か
一
例
「
富
士
山
」
　
の
み
「
通
ふ

ら
ん
」
　
で
あ
る
。
こ
の
一
事
か
ら
も
、
同
曲
が
多
分
室
町
中
期
に
降
っ
て
の

作
な
る
こ
と
が
、
傍
証
さ
れ
う
る
よ
う
に
思
う
。

二
番
め
物
、
世
阿
弥
に
始
ま
り
、
世
阿
弥
に
完
成
す
る
人
間
修
羅
が
こ
れ

に
当
た
る
が
、
こ
の
類
に
は
、
一
曲
も
（
二
ノ
句
）
が
5
で
留
ま
る
例
が
な

い
。
三
番
め
の
髪
物
、
四
・
五
番
め
の
雑
の
能
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

1
　
地
へ
衣
に
落
つ
る
（
宝
生
「
ち
て
」
）
　
松
の
声
。
衣
に
落
つ
る
松
の
声

夜
寒
を
風
や
u
引
引
引
付
　
（
「
砧
」
）

2
　
シ
テ
へ
影
白
川
の
水
汲
め
ば
。
I
－
。
月
も
襖
や
濡
ら
す
ら
ん

（「檜垣」）

t
　
地
へ
つ
る
べ
の
水
に
影
落
ち
て
。
〈
。
裸
を
月
や
の
は
る
ら
ん

（同）

3
　
シ
テ
へ
暁
ご
と
の
閑
伽
の
水
。
／
＼
。
月
も
心
や
潮
封
引
引
ん

（「井筒」）

4
　
器
ツ
レ
「
信
濃
路
と
は
き
旅
衣
。
〈
　
日
も
は
る
ば
る
の
心
か
な

（「木賊」）

5
　
ウ
キ
ッ
レ
「
末
も
あ
づ
ま
の
旅
衣
。
〈
。
日
も
は
る
ば
る
の
相
加
測

（「隅田川」）

6
　
琵
ツ
レ
へ
ぎ
の
ふ
重
ね
し
花
の
袖
。
〈
。
け
ふ
墨
染
の
枚
か
な

（「高野物狂」）

1
　
シ
テ
へ
花
に
な
れ
こ
し
野
の
宮
の
。
〈
。
秋
よ
り
の
ち
は
中
細
粛

引
用
　
（
「
野
営
」
）

8
　
シ
テ
へ
芭
蕉
に
落
ち
て
松
の
声
。
〈
。
あ
だ
に
や
風
の
破
る
ら
ん

（「芭蕉」）

9
　
地
へ
そ
よ
や
寛
裳
羽
衣
の
曲
。
／
＼
　
そ
ぞ
ろ
に
濡
る
る
測
別
封

（「楊貴妃」）

1
0
　
器
ツ
レ
「
山
よ
り
出
づ
る
北
時
雨
。
〈
ゆ
く
へ
や
定
め
な
和
利
引

ん
　
（
「
定
家
」
）

Ⅱ
　
地
へ
は
る
ば
る
き
ぬ
る
唐
衣
。
〈
。
き
つ
つ
や
舞
を
奏
づ
ら
ん

（「杜若」）

1
2
　
地
へ
夢
の
う
ち
な
る
舞
の
袖
。
〈
。
う
つ
つ
に
返
す
副
も
l
細
別

（「源氏供養」）

1
3
　
地
へ
ま
た
脱
ぎ
か
へ
て
夏
衣
。
！
－
。
花
の
袖
を
や
返
す
ら
ん

二
一



能
本
へ
次
第
）
考

（「賀茂物狂」）

1
4
　
㍍
へ
も
と
の
秋
を
も
ま
つ
虫
の
。
〈
。
音
に
も
や
友
を
U
、
倒
周

到
相
　
（
「
松
虫
」
）

1
5
　
器
ツ
レ
ヘ
帰
る
さ
知
ら
ぬ
旅
衣
。
〈
　
法
に
心
や
同
寸
や
引
付

（「遊行柳」）

1
6
　
器
ツ
レ
「
春
立
つ
空
の
旅
衣
。
〈
　
日
も
の
ど
か
な
る
山
路
か
な

（「胡蝶」）

1
7
　
器
ツ
レ
ヘ
法
の
道
に
と
思
ひ
立
つ
。
〈
。
波
路
は
る
け
さ
掛
軸
加

な
　
（
「
竜
虎
」
）

1
8
　
器
ツ
レ
「
始
ま
る
花
の
都
と
て
。
〈
。
風
も
音
せ
ぬ
詞
斗
沖
村

（「羅生門」）

1
9
　
シ
テ
へ
花
の
ほ
か
に
は
松
ば
か
り
。
〈
　
暮
れ
そ
め
て
鐘
や
坤
劉

生
引
用
　
（
原
作
「
鐘
巻
」
・
改
作
「
道
成
寺
」
）

へ
二
ノ
句
）
の
結
び
四
音
節
部
分
の
五
音
節
化
現
象
が
あ
ら
わ
れ
る
の
は
、

当
然
、
そ
の
曲
の
成
立
年
代
が
降
り
、
先
行
芸
能
の
投
影
が
う
ず
れ
て
ゆ
く

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
作
者
に
と
っ
て
は
、
か
な
ら
ず
し
も
吉
例
・
先
例
に

習
っ
て
、
わ
ざ
わ
ざ
七
五
調
の
（
平
ノ
リ
）
を
破
調
に
書
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
理
由
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
う
な
る
の
と
平
行
し
て
、

（
次
第
）
の
構
造
に
も
変
化
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
従
前
の
よ
う
に
、
こ
れ

か
ら
展
開
す
る
一
段
の
モ
テ
ィ
ー
フ
や
、
一
曲
が
主
題
と
し
て
描
く
内
容
の

ま
と
め
を
、
ス
ト
レ
ー
ト
に
提
示
し
た
り
、
み
ず
か
ら
が
、
こ
れ
か
ら
起
そ

う
と
い
う
行
動
の
内
容
を
予
述
す
る
に
留
ま
ら
な
く
な
っ
て
く
る
。
た
と
え

ば
、
拙
稿
冒
頭
の
A
は
、
じ
つ
に
明
快
に
一
曲
の
主
題
と
、
脇
能
と
い
う
も

二
二

の
の
効
用
、
存
在
理
由
七
表
わ
し
え
て
い
る
。
ま
た
B
も
、
い
ま
売
国
を
や

や
深
く
読
み
こ
め
は
、
一
哲
理
と
も
、
時
代
性
か
ら
来
る
作
者
の
世
界
観
と

も
受
け
と
れ
る
も
の
の
、
本
来
は
、
「
山
姥
の
山
め
ぐ
り
」
を
謡
っ
た
、
あ

く
ま
で
独
立
し
た
曲
舞
の
序
歌
と
し
て
、
比
喩
的
世
界
を
往
き
来
す
る
の
た
。

し
か
る
に
、
〈
二
ノ
句
）
の
結
び
が
五
音
節
化
し
た
も
の
は
、
も
っ
と
深

層
部
で
主
題
と
か
か
わ
ろ
う
と
す
る
。
右
に
挙
げ
た
う
ち
、
1
～
3
の
三
郎

は
世
阿
弥
、
4
は
そ
の
可
能
性
が
な
く
も
な
い
も
の
、
5
・
6
は
元
雅
作
品
、

7
・
8
・
9
・
1
0
・
Ⅱ
・
1
3
・
1
4
は
禅
竹
、
1
2
は
そ
の
可
能
性
が
あ
る
も
の
、

1
4
・
1
5
・
1
6
・
1
7
・
1
8
は
音
阿
弥
の
末
子
小
次
郎
信
光
の
作
品
と
理
解
し
て
、

ほ
ぼ
ま
ち
が
い
な
か
ろ
う
。
1
9
も
信
光
作
の
可
能
性
が
あ
る
。
紙
数
の
都
合

で
、
い
ち
い
ち
の
資
料
的
考
証
は
こ
こ
ろ
み
な
い
。
ま
た
、
右
の
ほ
か
に
も
、

（
二
ノ
句
）
を
五
音
節
で
結
ぶ
類
例
は
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

い
ま
、
か
い
つ
ま
ん
で
、
そ
の
つ
づ
り
方
と
構
造
を
見
る
。
ま
ず
1
、
世

阿
弥
自
身
「
無
上
無
味
」
と
い
い
、
「
末
の
世
に
知
る
大
石
ま
じ
け
れ
ば
、

書
き
置
く
も
物
ぐ
さ
き
由
」
語
っ
た
（
『
談
儀
』
）
「
砧
」
は
、
遂
行
の
夫
を

待
ち
つ
つ
空
閏
を
守
る
妻
が
、
夫
の
い
る
都
の
空
に
届
け
と
ば
か
り
砧
を
打

つ
、
そ
の
序
歌
で
、
人
の
世
の
秋
が
し
み
じ
み
と
肌
に
伝
わ
っ
て
来
、
冷
え

の
美
感
が
う
か
が
え
る
。
つ
き
の
2
・
ク
と
と
も
に
へ
次
第
）
を
象
徴
詩
に

高
め
た
業
損
は
大
き
い
。
2
・
Z
は
、
大
和
こ
と
に
観
世
系
の
「
形
見
心
人
」

（
『
二
曲
三
体
人
形
図
』
）
　
の
霊
の
鬼
を
、
女
体
に
お
い
て
煮
詰
め
に
煮
詰
め
、

（13）

近
江
か
ら
導
入
し
た
畠
中
千
形
式
の
舞
を
、
そ
れ
に
同
化
さ
せ
て
、
一
世
を

風
靡
し
た
白
拍
子
檜
垣
の
女
の
、
世
に
あ
り
し
日
の
虚
栄
と
、
の
ち
の
老
残

零
落
と
、
い
ま
す
で
に
肉
体
を
と
も
な
わ
ぬ
彼
女
の
魂
の
苦
悩
と
を
、
ほ
と

ん
と
同
時
化
し
て
い
る
。
2
は
前
場
で
、
罪
を
浮
か
め
て
も
ら
い
た
き
に
、

安
居
の
僧
に
手
向
け
の
水
を
運
ん
で
来
る
と
こ
ろ
、
Z
は
後
段
、
な
お
罪
業

の
つ
ぐ
な
い
の
た
め
に
因
果
の
水
を
汲
も
う
す
る
く
だ
り
で
、
2
は
あ
く
ま

で
求
心
的
に
凝
り
固
ま
り
、
Z
は
遠
心
的
に
主
題
的
動
作
の
環
境
を
支
え
て

い
る
。
い
わ
ば
冴
え
の
美
感
で
あ
る
。
3
は
『
五
音
』
に
は
じ
め
て
あ
ら
わ

れ
る
世
阿
弥
後
年
の
作
で
、
謡
わ
れ
る
動
機
は
2
に
近
似
し
、
や
は
り
冴
え

に
通
ず
る
。
8
は
、
す
く
な
く
と
も
、
そ
の
レ
ト
リ
ッ
ク
は
は
っ
き
り
岳
父

の
1
に
ま
な
ん
で
い
る
。
芭
蕉
葉
は
あ
だ
に
風
に
破
ら
れ
、
そ
れ
ゆ
え
に
か

え
っ
て
身
を
全
う
し
、
請
穀
の
晩
秋
を
立
ち
つ
く
す
。
一
曲
の
、
こ
と
に
後

段
を
支
配
す
る
滅
び
の
美
感
を
、
ま
ず
前
シ
テ
の
出
に
表
出
す
る
か
た
ち
で

ある。も
ち
ろ
ん
、
こ
う
い
う
へ
次
第
）
の
構
造
は
、
（
二
ノ
句
）
を
五
音
節
で

結
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
、
は
じ
め
て
生
じ
て
く
る
の
で
は
な
く
、
四
音
節
の
も

の
で
も
、
世
阿
弥
の
円
熟
期
に
は
見
ら
れ
る
の
だ
。

た
と
え
ば
、
叙
事
系
修
羅
の
頂
点
に
あ
る
「
屋
島
」
　
の
ウ
キ
の
（
次
第
）

と
、
叙
情
系
修
羅
の
頂
点
に
あ
る
「
忠
度
」
　
の
そ
れ
、
「
江
口
」
　
の
そ
れ
は
、

一
曲
の
主
題
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。
「
恵
庭
」
「
江
口
」
　
は
わ
た
し
の
最

（14）

近
の
書
き
も
の
を
ご
参
照
い
た
だ
く
と
し
て
、
「
屋
島
」
　
で

莞
”
当
月
も
南
の
海
原
や
。
〈
。
屋
島
の
浦
を
た
づ
ね
ん

と
、
月
を
出
し
た
の
は
、
た
ん
に
月
と
と
も
に
南
の
海
に
お
も
む
こ
う
と
い

う
に
留
ま
ら
ず
、
月
は
一
曲
の
主
題
的
景
物
（
最
近
の
い
わ
ゆ
る
統
象
）
　
と

し
て
描
か
れ
て
い
て
、
と
き
に
は
、
あ
り
し
日
の
合
戦
と
今
の
修
羅
道
で
の

戦
い
を
同
時
化
す
る
契
機
と
な
り
、
あ
る
い
は
、
義
経
の
亡
魂
が
生
死
の
海

に
沈
滞
し
な
か
ら
把
ら
え
よ
う
と
す
る
真
如
・
得
脱
の
表
象
と
な
る
。
そ
の

月
を
発
頭
に
か
か
げ
る
と
い
う
、
「
作
」
　
に
深
く
か
か
わ
る
「
書
」
法
な
の
だ
。

お
わ
り
　
に

以
上
、
考
察
し
て
来
た
よ
う
に
、
（
次
第
）
一
つ
に
し
て
も
、
猿
楽
能
は

み
ず
か
ら
を
高
め
て
い
っ
た
。
あ
る
い
は
作
者
で
も
あ
っ
た
役
者
の
、
時
に

応
じ
て
の
こ
こ
ろ
み
で
あ
り
、
享
受
者
か
ら
の
需
要
へ
の
供
給
で
も
あ
っ
た
。

「
当
世
〈
」
　
（
『
三
通
』
）
　
と
い
え
ば
、
観
客
へ
の
迎
合
的
な
姿
勢
が
感
じ

ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
い
わ
ば
ほ
か
な
ら
ぬ
「
時
々
の
初
心
」
（
『
花
鏡
』
）

で
で
も
あ
っ
た
。
わ
た
し
は
以
前
「
神
楽
よ
り
遊
楽
へ
　
－
　
い
わ
ゆ
る
「
中

之
舞
」
　
の
位
相
　
－
　
」
　
を
書
き
、
（
中
之
舞
）
の
位
相
の
考
察
を
通
じ
て
、

猿
楽
能
が
祭
祀
的
・
礼
楽
的
な
立
場
か
ら
情
緒
的
・
唯
美
的
な
も
の
に
動
い

て
い
っ
た
一
つ
の
姿
を
追
っ
た
が
、
今
回
も
お
な
じ
よ
う
な
考
察
で
あ
り
、

猿
楽
能
の
芸
能
は
な
れ
、
能
本
の
文
芸
化
の
一
様
相
に
触
れ
え
た
で
あ
ろ
う
か
。

注

1
　
「
次
第
に
て
舞
初
て
」
は
「
（
次
第
）
か
ら
謡
い
始
め
て
」
　
の
意
。
は
や
く
小

林
静
雄
氏
が
そ
う
読
解
し
た
（
同
氏
『
能
楽
史
研
究
』
0
0
～
飢
ペ
ー
ジ
）
。
「
亡
父
、

申
楽
の
能
に
曲
舞
を
謡
ひ
出
し
た
り
し
に
よ
り
て
、
こ
の
曲
、
あ
ま
ね
く
も
て
あ

そ
び
し
也
。
白
翳
の
曲
舞
の
曲
、
最
初
な
り
」
　
（
富
岳
曲
口
伝
』
）
、
「
昔
、

白
須
ノ
曲
舞
ヲ
、
亡
父
申
楽
二
舞
出
シ
タ
リ
シ
ヨ
リ
、
当
道
ノ
音
曲
共
ナ
レ
リ
」

（
『
五
音
』
）
、
「
申
楽
は
小
歌
が
か
り
の
み
に
て
、
曲
舞
は
格
別
也
。
然
共
、
観
阿
、

白
須
の
曲
舞
を
謡
ひ
し
よ
り
、
い
づ
れ
を
も
謡
ふ
也
」
（
『
談
餞
』
）
－
い
ず
れ
も

傍
点
筆
者
－
は
み
な
お
な
じ
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。
「
曲
舞
と
い
う
謡
い
も
の
を

二
三



能
本
へ
次
第
）
考

謡
う
」
　
こ
と
を
「
曲
舞
を
舞
ふ
」
と
い
っ
た
の
で
あ
る
。

2
　
注
1
。
「
凡
、
閲
曲
二
同
音
ノ
具
行
ハ
ア
ル
べ
カ
ラ
ズ
。
自
他
別
ニ
シ
テ
、
又

知
音
ノ
道
ア
リ
」
（
『
玉
音
曲
集
々
』
）
÷
一
、
関
田
…
…
真
実
ハ
ヒ
ト
リ
音
曲
也
。

ソ
ノ
ユ
ヱ
ハ
、
当
座
ノ
気
伝
ニ
ヨ
リ
テ
ナ
ニ
ト
モ
謡
ウ
位
ナ
リ
」
（
『
五
音
』
）
。

3
　
「
次
第
」
と
い
え
ば
「
取
る
」
と
受
け
る
の
が
、
い
い
慣
ら
わ
し
に
な
っ
て
い

た
ら
し
く
、
能
本
「
歌
占
」
　
で
、
ツ
レ
　
（
下
懸
り
は
ウ
キ
）
　
の
引
い
た
「
北
は
黄

に
南
は
青
く
東
自
画
く
れ
な
ゐ
の
ぞ
め
い
ろ
の
山
」
　
の
短
冊
の
歌
の
判
じ
詞
に

「
そ
め
い
ろ
と
は
風
病
の
身
色
。
し
か
も
生
老
病
死
の
次
第
を
取
れ
ば
。
『
西
く

れ
な
ゐ
』
と
見
え
た
る
は
。
命
期
六
安
の
波
色
な
れ
は
…
…
」
　
と
あ
る
。
「
東
西

南
北
の
四
方
に
、
生
老
病
死
の
四
つ
を
、
そ
の
順
序
に
当
て
は
め
て
み
る
と
…
…
」

く
ら
い
の
意
で
あ
る
。

4
　
『
蓮
門
謹
話
』
（
延
宝
九
載
…
道
西
憩
室
等
受
、
尊
意
一
向
墨
譜
。
安
政
六
日

未
。
永
田
文
昌
堂
）
参
照
。

5
　
『
浄
土
宗
法
要
集
』
（
昭
和
十
四
年
初
版
、
昭
和
四
十
三
年
五
版
発
行
。
浄
土

宗
教
学
局
）
参
照
。

6
　
「
曲
舞
舞
の
風
姿
　
－
　
百
万
山
姥
に
つ
い
て
～
」
（
『
能
楽
』
昭
和
二
十
一
年

一
・
二
月
合
併
号
。
『
能
謡
新
考
』
再
録
）
・
「
女
曲
舞
百
万
」
（
『
観
世
』
昭
和
三

十
三
年
九
月
。
『
能
諸
所
考
』
再
録
）

1
　
「
曲
舞
は
拍
子
を
体
に
謡
ふ
曲
な
れ
は
、
文
字
を
拍
子
が
持
つ
に
よ
り
て
、
文

字
も
句
移
り
も
軽
L
L
（
『
音
曲
口
伝
』
）
、
二
、
勘
案
。
是
は
、
世
の
常
の
音
曲

に
は
変
り
た
る
曲
流
な
り
。
先
、
拍
子
を
体
に
し
て
、
拍
子
に
か
ゝ
り
て
軽
々
と

行
ペ
し
…
…
」
「
曲
舞
に
拍
子
を
体
に
す
る
事
、
舞
に
て
謡
ふ
曲
風
な
る
が
ゆ
へ

に
、
拍
子
を
体
に
す
る
也
」
（
『
曲
付
次
第
』
）
、
「
「
由
無
と
中
欧
の
変
り
目
。

曲
舞
は
、
立
て
舞
ふ
ゆ
へ
に
、
拍
子
が
本
也
」
（
『
談
儀
』
）
。

8
　
延
年
風
流
で
、
歌
を
歌
い
、
舞
を
舞
っ
て
、
招
き
た
い
存
在
を
誘
い
出
す
こ
と

二
四

を
「
ヲ
コ
ツ
リ
」
と
い
っ
た
。
『
多
武
峯
延
年
詞
章
』
　
の
通
草
の
う
ち
三
つ
ば
か

り
、
小
風
流
で
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
「
ヲ
コ
ツ
リ
」
　
に
よ
っ
て
潜
霊
が
出
現
す

る
。
た
と
え
は
、
「
翁
」
　
に
付
随
す
る
「
蟻
之
風
流
」
　
で
、
千
歳
が
「
あ
り
う
と

う
と
う
ど
う
」
と
舞
踏
す
る
の
は
、
結
果
的
に
ア
リ
の
出
現
へ
の
「
ヲ
コ
ツ
リ
」

と
な
っ
て
い
る
。

9
　
伊
藤
正
義
氏
「
新
潮
日
本
古
典
集
成
」
『
謡
曲
集
』
下
「
各
曲
解
題
」
　
に
諸
氏

の
論
究
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

1
0
　
降
っ
て
「
柏
崎
」
「
花
筐
」
　
に
八
大
返
）
と
称
し
て
三
ク
サ
リ
、
「
雲
雀
山
」
　
に

（
中
速
）
と
称
し
て
二
ク
サ
リ
を
、
初
句
と
返
シ
の
間
に
入
れ
る
演
出
が
生
ま
れ

る。
Ⅱ
　
世
阿
弥
『
風
姿
花
伝
』
『
談
儀
』
、
禅
竹
『
歌
舞
髄
脳
記
』
な
ど
。

1
2
　
『
談
儀
』
ほ
か
。

1
3
　
竹
本
幹
夫
氏
「
天
女
舞
の
研
究
」
（
『
能
楽
研
究
』
第
四
号
所
収
）
。

1
4
　
「
能
楽
史
序
説
　
複
式
夢
幻
能
の
確
立
」
⑨
⑲
（
『
観
世
』
平
成
三
年
十
二
月
、

四
年
一
月
）
。

1
5
　
『
馨
能
吏
研
究
』
1
9
号
所
収
、
布
端
堂
「
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書
」
『
謡
曲
・

狂
言
』
に
「
補
遺
」
を
加
え
て
再
録
。

（
こ
の
稿
の
一
部
は
、
昨
秋
十
一
月
十
六
日
、
愛
知
淑
徳
大
学
で
開
か
れ
た
「
日
本

文
体
論
学
会
」
　
に
お
い
て
講
演
し
た
も
の
で
あ
る
）

（
み
か
た
・
げ
ん
　
能
演
技
家
・
龍
谷
大
学
講
師
）

赤

　

間

亮

幕
末
江
戸
歌
舞
伎
興
行
の
初
日
と
千
秋
楽
（
一
）

－
　
中
　
村
　
座
　
の
　
部
I

演
劇
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
番
付
に
は
、
絵
本
番
付
の
絵
師
に
よ
る

と
思
わ
れ
る
朱
筆
の
書
き
入
れ
の
残
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
幕
末

の
江
戸
歌
舞
伎
の
興
行
状
況
を
如
実
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
朱
筆
書
き
入
れ
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
興
行
の
初
日
や
楽
日

が
こ
と
細
か
く
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

朱
筆
は
絵
本
番
付
と
辻
番
付
（
つ
ま
り
、
絵
の
あ
る
番
付
）
　
に
残
る
の
で

あ
る
が
、
朱
筆
と
絵
本
番
付
と
辻
番
付
と
の
三
者
間
で
記
載
さ
れ
た
初
日
に

ズ
レ
が
あ
る
。
ま
た
同
じ
朱
筆
の
内
で
も
突
き
合
わ
せ
る
と
誤
差
の
生
じ
て

い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。
そ
れ
ゆ
え
複
数
の
番
付
に
記
さ
れ
た
朱

筆
の
日
付
を
、
統
合
し
て
正
誤
の
確
認
を
し
、
か
つ
絵
本
と
辻
の
み
な
ら
ず
、

役
割
番
付
も
含
め
て
、
そ
の
記
載
さ
れ
て
い
る
初
日
を
対
照
す
る
必
要
が
生

じ
て
き
て
い
た
。

こ
こ
に
報
告
す
る
表
は
、
朱
筆
書
入
れ
が
残
る
興
行
に
関
し
て
、
各
種
の

番
付
に
記
載
さ
れ
て
い
る
初
日
を
対
照
し
、
一
覧
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
千
秋
楽
、
及
び
興
行
中
の
「
休
み
」
や
「
入
り
」
を
も
一

賢
し
、
利
用
の
優
を
は
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

朱
筆
の
資
料
的
な
性
格
と
し
て
、
恐
ら
く
は
、
そ
れ
が
最
も
実
際
の
初
日

に
近
い
も
の
と
判
断
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
を
基
準
と
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
幕
末
期
の
各
種
の
番
付
に
日
付
表
示
の
性
格
を
明
ら
か
に
で
き
る
だ
ろ

う
。
ひ
い
て
は
そ
れ
以
前
、
朱
筆
の
存
在
し
な
い
時
代
の
興
行
の
初
日
の
決

定
の
方
法
の
規
準
を
策
定
で
ざ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

紙
面
の
関
係
で
、
と
り
あ
え
ず
、
中
村
座
、
市
村
座
、
森
田
・
河
原
崎
座

の
分
の
対
照
表
を
順
次
発
表
し
、
こ
の
作
業
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
き

た
点
に
関
す
る
考
察
は
、
別
稿
で
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

（凡例）表
の
項
目
と
し
て
は
上
か
ら
、
年
月
日
、
名
題
、
名
題
の
種
別
。
初
日
に

つ
い
て
は
辻
番
付
の
配
り
日
、
辻
番
付
、
絵
本
番
付
、
役
割
番
付
、
朱
筆
、

そ
れ
と
参
考
ま
で
に
『
歌
舞
伎
年
表
』
（
伊
原
敏
郎
）
　
記
載
の
初
日
を
対
象

二
五


